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授業実践

１ 題材名 IoTシステムから得られるデータの活用

－技術的な視点から，Society 5.0を見つめる－（第３学年）

２ 題材の目標

Society 5.0という新たな社会について，どこか他人事と捉えている子どもたちが，ものをネットワー

クに接続し，データを収集する活動を通して，どのようなデータにも利用する価値があることや，データ

を蓄積することは誰にとっても快適な社会や生活につながることに気づくとともに，未来の社会や生活に

ついて，自分なりの思いを技術的な視点と関連づけて，考えるようになる。

３ 題材観

(1) 新たな社会（Society 5.0）がおとずれる

今，私たちの社会は，大きな変革期にあります。

平成28年１月に閣議決定された「第５期科学技

術基本計画」には，平成28年度から５年間での，

科学技術における日本のめざすべき方向性が示さ

れています。エネルギー問題や少子高齢社会など

の経済・社会的課題への対応から，科学技術イノ

ベーションを支える人材育成および資金面に関す

るものまで，この計画に示されている内容は多岐

に渡っています。「第２章 未来の産業創造と社会

変革に向けた新たな価値創出の取組」では，『ICT

を最大限に活用し，サイバー空間とフィジカル空

間（現実世界）とを融合させた取組により，人々

に豊かさをもたらす「超スマート社会」を未来社

会の姿として共有し，その実現に向けた一連の取

組を更に深化させつつ「Society 5.0」として強力

に推進し，世界に先駆けて超スマート社会を実現

していく。』とあります。

内閣府より 「Society 5.0」

では，Society 5.0の社会とは，どのような社会

なのでしょうか。Society 5.0とは，狩猟社会（So

ciety 1.0）農耕社会（Society 2.0）工業社会（S

ociety 3.0）情報社会（Society 4.0）に続く，人

類史上５番目の新しい社会を指します。

これまでの社会では，多くの情報の中から自分

たちに必要な情報を見つけて分析，判断すること

が必要でした。しかし，人が莫大な情報の中から
ばく

目的に応じて，収集や分析を行うことには限界が

ありました。これからの社会は，膨大なデータを

蓄積したり，処理したりする技術によって，全て

の人とものがつながり，様々な知識と情報が共有

され，新たな価値が生み出されていきます。言い

換えれば，今まで人間が行っていたことをコンピ

ュータに行わせることによって，国や地域，年齢，

性別を越えて必要な人に，必要なものやサービス

が必要なだけ届く，快適な暮らしが実現していく

社会となっていくのです。

Society 5.0を実現することの目的の一つに，こ

れまで解決が難しかった，医療，農業，食料，環

境，エネルギー，防災などの様々な社会的課題を

解決，軽減することがあります。社会的な課題を

解決するという観点から，国連が提唱する「持続

可能な開発目標（SDGs）」と関連付けて，「Society

5.0 for SDGs」として提唱されているほどです。

Society 5.0を実現する具体的な手段として，

IoT（Internet of Things：もののインターネット）

やAI（Artificial Intelligence：人工知能）など

の最新テクノロジーの利用があります。IoTのセン

サ技術により，今まで入手することが難しかった

データをリアルタイムに入手することが可能とな

ります。そして，センサによって取得されたデー

タは記録され続け，Big Data（ビッグデータ，以

下「BD」と表記）となります。BDをAIが分析し，

社会にとって価値のある情報を生み出し，私たち

に提案していくのです。そして，IoTのアクチュエ

ータ技術によって，これまでに想像もつかなかっ

た価値が，私たちの社会や産業，生活にもたらさ

れていくのです。

(2) 広がりをみせるIoT

IoTやAIの導入によって実現するSociety 5.0の

社会では，どのようなものやサービスが私たちに

提供されるのでしょうか。内閣府のHPによると，

ドローンによる遠隔地への物資の運搬や，冷蔵庫

が庫内の食材から調理することができる料理を提
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案する様子などが紹介されています。これらによ

って，地域の格差を減らすことや，誰もが快適に

暮らすことができると言われています。また，遠

隔医療やスマート農業などを実現することによっ

て，過疎地域の医師不足や第一次産業従事者の減

少などの社会的課題が解消されるとあります。

現在の私たちの日常生活ではどうでしょうか。

その日の混雑状況や順番待ちをインターネットか

ら通知するサービス，紙幣や硬貨を使用せず支払

いができる電子マネー，外出時でも室内の様子を

確認することができる自動掃除機など，あらゆる

ものがネットワークとつながっていることは明ら

かです。また，ウェアラブル機器（身につけるコ

ンピュータ）の技術を応用して，自動車のハンド

ルを握るだけで，その日の体温や心拍数などのデ

ータを収集し，体調を測定したり，運転手の眠気

を感知したりするドライバーモニタリングシステ

ムが発表され，話題となっています。

すでに現在でも，現実社会と仮想社会が有機的

に結び付いた技術が私たちの生活に浸透し始めて

いるのです。つまり，Society 5.0の実現は日々近

づいていると言えます。

(3) Society 5.0の実現を支える技術の開発

情報社会（Society 4.0）において，ネットワー

クは急速に発達を遂げました。このことは，場所

や時間を問わずに，インターネットと接続するこ

とができるようになったことからもわかります。

小学校や中学校においても，タブレット端末や大

型提示装置，実物投影装置などの情報機器の導入

が進んでいます。それらの機器をネットワークに

つなげることで，効果的な情報の提示や効率のよ

い情報の共有を教室内で実現する環境が整備され

ています。

情報通信技術においても，大きな変化を遂げた

と言えます。Wi-Fiや無線LANなどの広がりにより，

情報の通信方法が有線から無線へと移行したり，

多くのデータを記憶することができるクラウドが

誕生したりしたことにより，ネットワークの利用

がより身近になりました。

Society 5.0において欠かすことができないネッ

トワークは，今後さらなる進化を遂げていくと考

えられます。なぜなら，現代でもネットワークを

支える技術が急速に進歩し続けているからです。

高速通信が可能となる５Gの到来や，広域の通信や

省電力化を可能とするLPWA（Low Power Wide Area）

などの新たな通信技術が注目を集めています。LPW

Aによって，より広い範囲での通信が可能となり，

転送速度を下げることで低コスト，低電力化を実

現しています。また，エッジ処理の技術がありま

す。エッジ処理とは，センサなどで検知したデー

タを，一括してネットワーク上に集約せずに，デ

バイス上でデータを収集，処理する技術を指しま

す。ネットワークの末端（エッジ）において，デ

ータを収集，処理する技術によって，迅速にかつ

安全にデータを収集，処理することができるので

す。加えて，センサがより小型化，高精度化して

いることです。これまでも多種多様なセンサが開

発されていました。近年はより小さく，より正確

にデータを検知することができるセンサが開発さ

れています。

このような技術の発達が，Society 5.0の実現を

支えていくのです。

(4) IoTについて学ぶ価値

①未来の社会や生活に広がる技術であること

Society 5.0においては，あらゆるものがネット

ワークにつながり，データを収集します。ドロー

ンや自動走行のように，その動作を容易に想像す

ることができるものばかりでなく，医療や金融，

農業など普段，直接目にしない産業にも新しい波

がやってきています。私たちの日常生活も，着て

いる衣服やお金の支払い，窓，鍵，習っているス

ポーツの道具，ペットなど，あらゆるものが次々

とインターネットにつながっていき，データが収

集され，より便利になっていきます。そのため，S

ociety 5.0の社会を生き抜く人々は，便利になっ

たという結果だけに満足するのではなく，技術を

適切に評価・選択，活用，管理できる人でなけれ

ばなりません。

近い未来の私たちの生活を支えるIoTの技術につ

いて，どのような仕組みによってデータが収集さ

れるかを知ったり，データを収集する理由や目的

について多様な視点から考えたりすることは，た

いへん価値のあることなのです。

②「ネットワークを利用した双方向性のある技術」

であること

平成29年３月に告示された中学校学習指導要領

（技術・家庭編）では，子どもたちがネットワー

クを利用した双方向性のあるコンテンツのプログ

ラミングを扱うことが明記されています。

ネットワークを利用したコミュニケーションや

情報検索は，双方向性のある技術であることはま

ちがいありません。しかし，双方向性のある技術

はそれだけではないと考えます。ネットワークを

利用するIoTは，人がものをインターネットにつな

げ，ものは人へデータを送る点において，人とも

のとの間には双方向性があり，これらの一連の流

れをコンテンツと捉えることができます。

学習指導要領にもあるように，ネットワークを

利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミ
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ングは，生活や社会における問題を解決する一つ

の手段でしかありません。大切なことは，プログ

ラミングの技能を極めることではなく，よりよい

生活を実現するための技術から，自分の生活や社

会を展望することであると考えます。自分なりの

考えでセンサを設置したり，実際にデータを収集

したりして，取得したデータを様々な視点や立場

から捉え直し，新たな価値を見いだしていく活動

は，技術を適切に評価・選択，活用，管理できる

人となる一助になるでしょう。

③ものをネットワークにつなげる技術が身近なも

のとなったこと

ネットワークを利用した，人とものの双方向性

のある技術を実現するためには，Raspberry Piや

Arduinoなどの汎用性基板を利用して複雑なプログ

ラムを制作する必要があります。ものをネットワ

ークにつなげる技術が徐々に浸透する現代におい

て，簡易的にものとネットワークを結ぶことを可

能とする専用基板が開発されています。本題材で

使用する，Cambrian Robotics社が開発した「obni

z（オブナイズ）」もその一つです。

obniz専用ボード

obnizは，ネットワーク上のクラウドに接続する

ための専用ボードです。また，obnizには12のピン

が内蔵されていて，そのいずれにも１A（アンペア）

の電流を流すことができるため，ネットワークに

接続した状態で，モータやセンサなどの電子部品

の動作が一つのボードで完結します。これによっ

て，容易に双方向性を実現することができるので

す。

(5) 本題材で味わう技術・家庭科（技術分野）な

らではの文化

本題材において，子どもたちに味わってほしい

技術・家庭科（技術分野）ならではの文化を「快

適な社会や生活を創造しようとするために，収集

したデータを様々な視点や立場から捉え直し，新

たな価値を見いだそうとすること」とします。

Society 5.0は，国や地域，年齢，性別を越えて

必要な人に，必要なものやサービスが必要なだけ

届く快適な暮らしを実現していく社会ですので，

特定の製品によって，すべての人が快適に暮らせ

るようになるわけではありません。世の中に多種

多様な製品が存在するとはいえ，それらがすべて

の人に対応するわけでもありません。だからこそ，

未来の社会を生きる私たちには，身の回りの生活

を様々な視点や立場から考えたり，見つめ直した

りすることが求められています。ものを様々な視

点や立場から捉え直すことは，そのものの新たな

価値を見いだすことにつながります。そして，見

いだされた多様な価値から自分たちなりに判断す

ることによって，未来の私たちの社会や生活はよ

り快適なものとなっていくのです。

(6) 題材と子どもたち

ICTの時代に生まれた子どもたちは，物心がつい

た時には，すでにスマートフォンが普及していま

した。ネットワークを介したコミュニケーション

や情報検索が身近であるため，ネットワークをコ

ミュニケーションツール，検索ツールと捉えてい

る子どもも少なくないでしょう。また，無線LANや

Bluetoothでの無線通信が急速に広がりをみせたこ

とにより，ネットワーク上での通信がどのような

原理で行われているかについて，知らないまま利

用している子どもは多いでしょう。

Society 5.0という用語については，テレビのCM

やHPを見て，知っている子どもたちは多いはずで

す。しかし，それがどのような社会を指すのか，

具体的に何が変わるのかについては，ぼんやりと

したイメージでしかないはずです。

本題材では，子どもたちがネットワークを利用

した双方向性のある技術と出会い，自分なりの考

えをもとにデータを収集します。ネットワークを

利用することによって，その場にいなくても膨大

なデータが収集され続け，蓄積されていくことを

実感するでしょう。データにそれほど価値を感じ

ていなかった子どもたちが，データからものの動

きや人の動作を推測することを通して，データの

価値を見いだしていきます。データからわかるこ

とが増えたとき，データを収集することの有用性

を実感していくでしょう。

本題材を通して，子どもたちは「どのようなも

のをネットワークに接続すればよいのだろう」「ど

のようなデータを取ればよいのだろう」「このデー

タから何が言えるのだろう」「なぜ，ネットワーク

を利用した技術の広がりが予測されているのだろ

う」といった問いをもつでしょう。思い描いたよ

うにデータを収集し，そのデータからものの動き

や人間の行動が推測できると理解したとき，未来

の社会像に目が向き，技術の力で多くの人にとっ

ての快適な社会や生活を実現しようとするSociety
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5.0の目的に気づいていくでしょう。同時に，デ

ータによってわかることが増えるにつれて，個人

情報の保護やサイバーセキュリティなどが切実感

のある問題となるでしょう。

このような学びを通して，社会や生活を技術的

な視点から見つめることや，未来の社会を支える

一人の市民としての意識が生まれることを願って

います。

参考文献：宝島社(2016)『想像を超えた未来が迫ってきた！IoT超入門』 宝島社

三菱総合研究所(2015)『IoTまるわかり』 日本経済新聞出版社

森山潤，菊池章，山崎貞登(2016)『イノベーション力育成を図る技術・情報教育の展望』

ジアース教育新社

参考資料：obniz https://obniz.io/ja/

内閣府 科学技術基本計画 https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf

内閣府 Society5.0 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

日本産業技術教育学会(2012) 21世紀の技術教育

http://www.jste.jp/main/data/21te-n.pdf

４ 新学習指導要領との関連

Ｄ 情報の技術

(1) 生活や社会を支える情報の技術について調べる活動などを通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。

(2) 生活や社会における問題を，ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラムに

よって解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 情報通信ネットワークの構成と，情報を利用するための基本的な仕組みを理解し，安全・適切な

プログラムの制作，動作の確認及びデバッグ等ができること。

イ 問題を見いだして課題を設定し，使用するメディアを複合する方法とその効果的な利用方法等を

構想して情報処理の手順を具体化するとともに，制作の過程や結果の評価，改善及び修正について

考えること。

(4) これからの社会の発展と情報の技術の在り方を考える活動などを通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 生活や社会，環境との関わりを踏まえて，技術の概念を理解すること。

イ 技術を評価し，適切な選択と管理・運用の在り方や，新たな発想に基づく改良と応用について考

えること。

５ 題材構想（全11時間）

(1) 未来の社会や生活を支える技術と出会う（２時間）

(2) どのようなデータを収集するか構想する（１時間）

(3) 実際にセンサからデータを収集する（４時間）

(4) データを収集することは，社会や生活をよりよくすることにつながるのか考える（２時間）

(5) Society 5.0の社会と，どのように向き合っていくか考える（２時間）

６ 技術・家庭科（技術分野）ならではの文化を味わう子どもたち

(1) 共有された問いに基づく追求活動

未来の自分の生活を「家にロボットがある時代

になる」「AIが広がり，便利になる」などと予想し

た子どもたちが，第23回国際交流会議「アジアの

未来」晩さん会での安倍晋三内閣総理大臣のスピ

ーチの動画（一部）を視聴しました。動画を見終

えると，子どもたちからは「静岡駅にあるパン屋

は，トレーを置くと店員がレジのボタンを打たな

くても機械が自動で読み取る」「近くの衣料販売店

では，買い物かごを置くだけで，料金が自動で表

示される」「スマホの動画サイトは，自分のおすす

め動画がいつの間にか更新されている」など身近

な実例が挙げられました。子どもたちの発言から，

Society 5.0の社会がすでに実現され始めているこ

とを実感していることがわかりました。授業者は，

再度安倍総理のスピーチの動画を流し，IoTやセン
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サ，AI，BDなどの用語を板書し，Society 5.0とは

これらが相互に作用し合う社会であることをおさ

えました。子どもたちからは，「自分のデータが取

られるのは嫌だ」「Society 5.0の社会が，よいの

か悪いのかわからない」「AIより人間が行った方が

よい」「これ以上社会を発展させる必要はない」な

ど，Society 5.0の社会を否定的に捉える発言が出

されました。このとき，授業者は実際にIoTシステ

ムを実現し，データを収集，分析，活用していく

ことによって，子どもたちのSociety 5.0の見方や

捉え方が変容していくと考え，「Society 5.0の社

会を支える技術を実現しよう」となげかけました。

そして，動画内の「IoTでつながったセンサで集め

られたデータが大量に蓄積されビッグデータとな

り，人工知能が解析し，新たな知恵が生まれる」

という発言を再度提示しました。子どもたちから

「IoTって何だろう」という発言があったため，授

業者は「IoTとはセンサをものに取り付けてデータ

を取得するシステムであること」とおさえました。

このとき，ネットワークの基本的な構成図を板書

し，図中の「センサ」と「もの」をネットワーク

に接続するための専用基板であるobnizを図中に書

き込み，実物を提示しました。

obnizのHPを参照してobnizとセンサの接続方法

を確認し，obnizをネットワークに接続しました。

HP内にある，距離センサと赤外線センサからデー

タを取得することができるプログラムを実行し，

各班のタブレット端末の画面とスクリーンにセン

サの値を映し出しました。その様子を見た子ども

たちは，次のように発言しました。

・ものすごい速さで，たくさんの数値が記録

され続けている

・センサとものとの距離が離れたところから

でもすぐにわかる

・センサが取得するデータで，実物を見てい

なくても，数値の変化からものが動いたこ

とがわかる

・ものとの距離をセンサで測定しているから，

数値からものが近づいたり，遠ざかったり

することを推測することができる

・赤外線センサを使えば，人が近づいたり，

離れたりすることも瞬時にわかる

・もし自分の部屋にセンサがあったら，離れ

たところにデータが送られて，誰かに自分

の行動がわかってしまう恐れがある

・データの解析を人間がしたって同じではな

いか。AIが広がることで，私たちの不利益

になることが多くなる

・知らないところで監視されている社会につ

ながるから嫌だ

・どうして，日本はこのような社会を実現し

ようとしているのだろう

子どもたちは仲間と意見を伝え合っていくうち

に，このようなシステムが実現していく未来につ

いて自分なりの思いをもちました。そして，「様々

なデータを取得するSociety5.0が実現すると，私

たちの生活はどのようになるだろう」「データを取

得する目的はどのようなものだろう」という二つ

の問いを共有していきました。さらに，子どもた

ちからは，「自分たちでプログラムをつくってみた

い」「自分でデータを取りたい」「いろいろな場面

に試してみたい」という要望が聞かれたため，学

校（作業室付近）にセンサを取り付け，データを

取得していくこととしました。

(2) 生み出された「教科ならではの対話」

Society 5.0の社会が実現された際に自分たちの

暮らしがどのように変化するかについてや，Socie

ty 5.0の目的を探るために，子どもたちは対話を

重ねていきました。

「技術・家庭科（技術分野）ならではの対話」

とは，子どもたちが問いを解決するために，実物

に触れたり，試作を製作したりした経験をもとに

発言し合う中で，様々な視点によって，次の話題

を含む対話であると捉えました。

・多様な使用者の立場を想像し，使用条件や

使用方法などについて検討する

・自らの生活に利用されていたり，身近に存

在したりするものを参考にする

・自らの生活への活用方法を見いだそうとす

る

本題材では，以下の場面において，「教科ならで

はの対話」が生み出されました。

①グループでどのようなデータを取得するかを検

討する場面

共有された問いを解決するために，子どもたち

は実際に，作業室内にセンサを設置し，データを

取得していきました。以下の対話は，一つのグル

ープがどのようなデータを取得するかについて検

討し，実際にデータを取得するまでの対話です。

・とりあえず，実際にデータを取ってみよう

・使うセンサは何がよいかな

・この前の授業で使用しているから，まずは

距離センサを使おう

・距離センサは，センサからの距離を測れる

から，何の距離を測るかについて決めよう
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・でも，距離を知りたいから距離を測るので

はなく，その距離から別のこともわかる。

例えば，距離センサの数値が変わったら，

人が通ったかわかる

・実際に試してみたい。自信がある。センサ

を壁に付けて，実際にデータを取ってみた

ら，そこを通った人数がわかる

（センサを取り付け，データを観察する）

・そこを通ってみて

（子どもがセンサの前を横切る）

・データが変わった。データの数が変わった

回数を数えれば，何人そこを通ったかがデ

ータから読み取れる

・でも，それでは同時に人が通過するとか，

人通りがかなり多い場合は，データは変化

しないはずだ

（三人が一人ずつ通る場合と三人が並んで通

る場面のそれぞれでデータがどのように変化

するか試す）

・三人で一気に通ると，データが変化するの

は一回になる。これでは，正確なデータに

ならない。考えてみれば，確かにそうなる。

限定的な場面のデータでは，条件を知って

いる人にだけわかるデータになる。信頼性

がない

・自分の部屋や一人暮らしの人だったら，自

分しかいないわけだから，何人かの人が一

度に通ることはない。だからデータは正確

になる

・そんなデータを自分から公開する人はいな

い。自分から個人情報を伝えているような

ものだから

・距離センサを使って，誰も考えつかないよ

うなアイデアを考え出したい

・距離センサのデータを，人が移動すること

としないで，もっと人が欲しがる情報を取

ることができるかもしれない。例えば，圧

力センサを付けてその上に人が乗ったら，

体重がわかるとか

・それは，体重計に乗ればよい

・体重計がなくても体重がわかることは，よ

いことかもしれない。体重計ってあるとこ

ろがだいたい決まってるから

・わかった。床にいっぱい圧力センサを取り

付けておけば，その部屋のどこにいるかわ

かる。人の移動は，距離センサだけじゃな

く，圧力センサでもわかる

・カメラを付ければよい

・でも，そのような部屋のどこにいるかどう

かわかるものいる？個人情報が漏れて，ス

トーカーが増えるだけ

・確かにそうだ

・同じかもしれないけど，体重じゃなくて身

長ならおもしろいかも。身長を測る時，測

る人が上から台を下ろして測る。あのとき

頭にぶつかって少し痛いことがある。立っ

つだけで，身長が勝手に表示されるものが

あれば便利じゃない？

・おもしろい。測れるか，やってみよう

（入口の上部のレールにセンサを取り付ける）

・そこに立ってみて！データは220とか230に

なっている。離れてみて！1800から2050に

変わった。ものとの距離が遠くなると，誤

差は大きくなる

・単位はmmだから，身長が22cm？

・上からの距離だから。センサの位置からの

距離が22cmということ。引き算すれば身長

がわかる

（タブレット端末でドアの高さを調べる）

・ドアの上のレールの高さは187cmだ。だから

身長は，165cmということ。そのくらい？

・やった，２cm伸びた

・誤差はあるみたいだけど，実際に使えそう

なものができた

・小さな子どもにとっても，これなら簡単に

身長を測ることができる

（他のグループに紹介して，入り口付近で身

長を測る）

対話の前半部分では，子どもたちは使用するセ

ンサの種類や，センサを設置する場所について検

討しています。これまでの授業での経験にもとづ

いて考えを共有し，「実際に試してみよう」と提案
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し，実際に試し，「これでは正確なデータにならな

い」と結論づける子どもたちの営みが見て取れま

す。後半部分では，距離センサから取得する距離

データを人が通過するデータとして捉え直してい

ます。また，人が部屋を移動する際に床へかかる

圧力をセンサで検知すれば，その人が部屋のどこ

にいるかわかると，異なるセンサを使用する考え

も出されました。このような子どもたちの発言か

ら，データを取得する条件や場面を想像しながら，

データの価値を見いだしていることがわかります。

異なる方策を検討する対話を重ね，最終的には距

離センサで身長を測ることができるシステムを考

案しました。自分たちで考案した方策を，実際に

試し，そのよさについて仲間と確認し合っている

ことから，異なる視点をもつ仲間と考えを精査し

合うことは，子どもたちが考えた方策をよりよく

していくと言えます。

他のグループにおいても，

トイレの使用状況をデータ

化するために，トイレの入

口上部に距離センサを設置

したり，一日に本棚が何回

利用されているか調べよう

と，本棚の扉に圧力センサ

を取り付けたりするなど，

自分たちなりの方策を考案

していきました。

②自分たちの考えをもとに取得したデータから，

データを取得することの価値について考えを深め

る場面

それぞれのグループが自分たちなりの考えで，

データを収集していくと，子どもたちから「デー

タを取ることは，本当に必要なのだろうか」「人間

が行った方が，効率がよいのではないか」など，

データを取得することに対して批判的に捉える意

見が目立つようになってきました。そこで，授業

者は，データを取得することの必要性について，

意見を伝え合う時間を設定しました。

・入口のドアに距離センサを設置して，身長

を測るものを考えた。これによって，自動

で身長を測ることができるようになった

・人の出入りを調べてみた。だいたいはわか

ったけど，対象がずれて的確ではない

・自分もデータが変わった回数がわかれば，

通った人の人数がわかると考えた。実際に

試してみたら，一人ずつ通った時と，何人

かが続けて通ったり，一度に通ったりした

時がデータからではわからなかった

・でも，カメラを取り付けておいた方が簡単。

データより動画の方がよい。けど，プライ

バシーが守られないという悪い点もある

（授業者は，安倍内閣総理大臣の動画を映し，

「あなたが安倍さんならどんなことがよくな

るか考えよう」と発問する）

・過疎化している老人の家のドアにセンサを

付ければよい。データが変化すれば，老人

が生活していることがわかる

・誰のデータを取るかによって，わかること

や提案することが増える

（授業者は二つの発言を例に挙げ，データの

対象者を変えることでデータの捉え方が変わ

ることをおさえる。その後グループで考えを

出し合う時間をとる）

・店舗の通りにセンサを取り付ければ，人が

よく通る所がわかって，売り上げがあがる

・サッカーのゴールにセンサを設置すると，

ゴールのタイミングがわかって，審判の補

助につながる

・スポーツ選手の身体にセンサを付ければ，

動きの様子がデータ化されて，選手の練習

に役立てられる

・被災地に泥棒が入ったニュースを聞いたこ

とがあるから，離れたところから人が入っ

たかどうかがわかる。警察に連絡するシス

テムと連動することで防げたかもしれない

・防犯に利用できそう。もしかしたら，防犯

会社もそのようにしているのかもしれない

・圧力センサを椅子に取り付ければ，学校で

誰が出席しているかが瞬時にわかる。人の

確認になる。災害時でも使用できる

・高齢者の介護施設で利用者の行動を管理す

ることができる

・データの対象者を変えると，そのデータの

価値が変わっていく。例えば，農業は高齢

者問題が深刻だから，すべてを人間が行う

のではなく，データを取れば農家は楽にな

るかもしれない

・データが漏れてしまったら，個人情報の流

出につながってしまう

・データを取得する側には意図があるから，

データが流出することは心配しなくてもよ

いかもしれない

・どういうこと？

・データには，データを取得する側の意図は

載らないから，盗んだところであまり意味

がないということ

・確かにこんなに多くのデータを見ても，そ

のデータの意図がわからなければ，何のデ

ータかすらわからないかもしれない
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子どもたちは，データを取得する対象者や，デ

ータを利用する立場を変えることによって，得ら

れる情報が増えていくことを見いだしていきまし

た。各グループで意見をまとめたホワイトボード

からも，データの取得者や利用者の立場を様々に

変えて思考したことがわかりました。ホワイトボ

ードに書かれた内容は，高齢者の介護，店舗の在

庫管理，スポーツ，農業，交通渋滞の緩和，交通

事故の防止など，多岐にわたりました。

データを取得することは多くの分野に生かすこ

とができることをグループで確認し，全体で考え

を伝え合う時間を設定しました。

・高齢者の行動をデータ化することは様々な

ことを教えてくれると考えた。例えば，一

人暮らしの高齢者がいた場合に，データが

変化すれば元気に生活しているということ

につながる。一緒に住んでいない家族や子

どもにとって，いつでも安否を確認するこ

とができる

・カメラはデータを取られる側に，監視され

ている思いを与えてしまうのではないか。

データを取られる側からすると，センサで

さりげなくデータを取られる方がよいだろ

う

・センサを使用することで，安全な社会にな

ると考えた。防犯にも役に立ちそう。

・交通事故の削減にもつながるかもしれない。

実際に見通しが悪い道路では，車が来ると

それを教えてくれるところもある

・店で商品がどれだけ売れているかをデータ

化することで，売れない商品は置かないだ

ろうし，人がよく通るところに売りたい商

品を置くようになる

・流行りの商品を瞬時に把握することは，販

売する側にとっても，商品を購入する側に

とってもよいだろう

・都会だろうと，田舎だろうとどこにいても

同じようなサービスが受けられるようにな

れば，過疎化は解消するかもしれない

・高齢者の排泄を予測することができるニュ

ースを聞いたことがある人がいて，介護す

る人にとってありがたい情報と言える

・でも，それでは高齢者の人がかわいそう

・少子化がさらに進んだり，子どもがいなか

ったりすることが多いから，高齢者にとっ

ても，介護する人にとってもよい方法をこ

れからは求められるのではないか

・農業では，水の管理や日光の量などをデー

タ化することで，農家にとっては助かる情

報になる。農家がいつどのような作業をす

るかというデータがあれば，跡継ぎもでき

るかもしれない

・個人情報の流出やサイバー攻撃がなくなる

よう，情報セキュリティのさらなる強化が

必要だ

・データを取ることは，社会の問題を解決す

るための一つの解決策ともなり得るのかも

しれない

・社会的な問題に対して，解決策のない現状

を考えると，データによって解決を図る日

本政府の考えにも賛同できる

・技術が進歩することで，私たちの生活は変

化していることがわかった。その技術をど

のように捉えたり，使用したりしていくか

によって，技術の価値が変わることがわか

った。人間と技術は一緒に進化していくこ

とに気づいた

子どもたちは対話を通して，高齢化や農業従事

者の人口減少，過疎化などは社会的問題であるこ

とに気づいていきました。これらの社会的問題を

解決する一つの方法として，データを取得するこ

とも有効であるかもしれないという考えをもつよ

うになりました。その一方で，「個人情報の流出や

サイバー攻撃がなくなるよう，情報セキュリティ

のさらなる強化が必要である」など，Society 5.0

の実現を危険視する意見も出されました。しかし，

解決が困難な社会的問題への一つの糸口を見いだ

すためには，データを取得する社会を実現してい

くことが一つの解決策となっていくことが共有さ

れていきました。
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